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危
機
管
理
・
節
目
の
年

　

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
、
今
年
は
危
機
管
理

の
節
目
の
年
に
当
た
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
大
災

害
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
一
つ
は
、
情
報
の

重
要
性
で
あ
る
。
１
９
９
５
年
当
時
、
警
察
庁
、
消

防
庁
、
気
象
庁
、
そ
れ
に
防
衛
庁
は
、
全
国
に
交
番

や
消
防
署
、
そ
れ
に
駐
屯
地
な
ど
現
場
所
管
の
組
織

を
持
っ
て
い
た
。
４
庁
は
、
発
災
と
同
時
に
そ
れ
ら

現
場
組
織
か
ら
情
報
を
入
手
し
、
そ
れ
を
東
京
の
本

省
で
集
約
し
た
。

　

当
時
、
防
災
の
責
任
省
庁
は
国
土
庁
で
あ
っ
た
。

こ
こ
だ
け
が
現
場
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

震
災
対
策
で
中
心
に
な
る
は
ず
の
部
署
に
地
震
情
報

は
ど
こ
か
ら
も
上
が
ら
な
か
っ
た
。
官
房
副
長
官
を

務
め
た
石
原
信
男
氏
が
大
地
震
の
発
生
を
知
っ
た
の

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
流
れ
る
Ｔ
Ｖ
報
道
で
あ
っ
た
と
述

懐
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
防
災
情
報
を
内
閣
官
房
に

集
中
す
る
危
機
管
理
監
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は

こ
の
失
敗
に
基
づ
く
。

　

情
報
が
災
害
対
応
の
責
任
者
に
届
か
な
い
可
能

性
は
、
自
治
体
で
も
起
こ
る
。
災
害
や
事
故
で
は

発
生
源
に
近
く
な
る
ほ
ど
情
報
量
は
下
が
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
震
源
地
に
近
い
自
治
体
ほ
ど
情
報

は
乏
し
い
。
首
長
は
数
日
間
、
自
治
体
の
周
辺
で
な

に
が
起
こ
っ
た
か
を
知
る
手
立
て
は
な
い
。
暗
闇
の

中
、
手
探
り
で
住
民
の
安
全
を
確
保
し
、
被
災
者
を

安
全
な
場
所
に
避
難
誘
導
す
る
の
が
首
長
の
責
任
に

な
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
場
合
、
原
発
に
隣
接
す
る
市
町

村
の
首
長
は
、
国
や
事
業
者
と
の
間
で
事
故
発
生
後

の
情
報
交
換
に
、
意
思
疎
通
を
欠
い
た
と
証
言
し
て

い
る
。
連
絡
は
固
定
電
話
に
限
ら
れ
た
と
い
う
回
答

が
多
い
。
固
定
電
話
に
よ
る
情
報
で
避
難
誘
導
を
始

め
る
の
は
不
安
と
い
う
の
が
、
首
長
の
事
後
談
で
あ

る
。「
原
子
力
災
害
自
治
体
調
査
」
で
楢
葉
町
の
町
長

は
、
連
絡
手
段
が
途
絶
え
Ｔ
Ｖ
報
道
を
手
が
か
り
に

住
民
を
い
わ
き
市
に
避
難
さ
せ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
自
家
用
車
で
移
動
で
き
な
い
住
民
に
つ

い
て
は
、
町
所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
稼
働
さ
せ
、

ピ
ス
ト
ン
輸
送
で
住
民
を
移
送
し
た
。
切
迫
し
た
状

況
の
中
、
き
び
し
い
決
断
を
迫
ら
れ
る
首
長
の
姿
を

写
す
貴
重
な
記
録
で
あ
る
（
原
子
力
災
害
検
討
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
報
告
書
、
２
０
１
２
）。

「
受
援
力
」
の
強
化

　

阪
神
淡
路
大
震
災
を
機
に
自
治
体
間
で
災
害
時
の

相
互
支
援
協
定
を
結
ぶ
事
例
が
増
え
た
。
現
在
、

１
７
０
０
団
体
を
越
え
る
市
町
村
の
内
、
お
よ
そ

95
％
が
他
の
自
治
体
と
支
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

自
治
体
間
の
協
定
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
効

果
を
発
揮
し
た
。
自
治
体
間
の
ヨ
コ
型
支
援
は
、
小

回
り
が
効
く
上
、
迅
速
で
効
果
も
高
か
っ
た
と
い
う

の
が
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
で
あ
る
。

　

た
だ
、
従
来
の
援
助
協
定
は
職
員
派
遣
、
消
防
派

遣
、
食
料
援
助
な
ど
援
助
を
送
る
こ
と
に
力
点
が
置

か
れ
て
き
た
。
自
身
が
被
災
し
援
助
を
受
け
る
当
事

者
に
な
る
と
い
う
発
想
は
、
あ
ま
り
見
当
た
ら
な

い
。
し
か
し
、
災
害
支
援
を
受
け
る
立
場
に
立
つ
可

能
性
は
残
る
。
そ
う
し
た
不
測
事
態
の
発
生
に
備

え
、
首
長
は
外
部
か
ら
の
支
援
を
、
い
か
に
効
率
よ

く
有
効
に
、
し
か
も
機
能
的
に
受
け
入
れ
る
か
、「
受

援
力
」の
向
上
に
工
夫
を
こ
ら
す
必
要
が
あ
る
。

　

援
助
す
る
側
も
そ
れ
を
受
け
る
自
治
体
も
、
と
も

に
大
き
な
災
害
は
は
じ
め
て
と
い
う
の
が
通
例
で
あ

る
。
支
援
す
る
側
は
被
災
現
場
に
到
着
し
て
か
ら
、

支
援
力
と
受
援
力
の
向
上

─
阪
神
淡
路
大
震
災
再
考

明
治
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
自
治
体
危
機
管
理
学
会
会
長　
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受
援
す
る
自
治
体
と
派
遣
職
員
や
被
災
地
ス
タ
ッ
フ

の
職
位
に
関
す
る
呼
称
の
違
い
や
専
門
性
の
確
認
、

そ
れ
に
使
用
す
る
機
材
の
操
作
や
規
格
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
事
項
に
渡
っ
て
確
認
や
摺
り
合
わ
せ
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
、
相
当
な
時
間
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
る
。
災
害
が
発
生
し
た
状

況
の
下
で
、
こ
う
し
た
作
業
は
極
力
、
避
け
る
べ
き

で
あ
る
。
支
援
力
は
も
と
よ
り
、
受
援
力
も
下
が
る

か
ら
で
あ
る
。

　

災
害
の
現
場
で
は
、
即
戦
力
が
キ
ー
・
ワ
ー
ド
に

な
る
。
相
互
支
援
協
定
に
は
要
員
と
し
て
活
用
さ
れ

る
職
員
の
呼
称
は
も
と
よ
り
資
格
や
専
門
性
、
そ
れ

に
使
用
さ
れ
る
機
器
機
材
の
規
格
な
ど
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
自
治
体
間
で
整
合
性
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
名
称
や
役
割
を
統
一
す
る
こ
と
、
使
用

機
材
も
同
じ
仕
様
に
す
る
こ
と
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
く
と
、
被
災
自
治
体
の
受
援
力
は
拡
大
す

る
。
こ
う
し
た
情
報
を
自
治
体
間
で
「
共
通
化
」
し
、

協
定
当
時
者
の
間
で「
共
有
化
」す
る
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

宅
配
便
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

日
本
で
は
災
害
や
事
故
が
起
こ
る
と
、
関
係
す
る

自
治
体
に
全
国
か
ら
毛
布
や
古
着
が
届
け
ら
れ
る
。

神
戸
市
で
は
、
そ
れ
ら
全
国
各
地
か
ら
届
く
膨
大
な

支
援
物
資
を
、
数
カ
所
の
体
育
施
設
に
分
け
て
格
納

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
支
援
物
資
の
仕
分
け

に
も
相
当
数
の
職
員
を
割
く
必
要
が
あ
る
。
個
人
の

善
意
か
ら
届
け
ら
れ
る
救
援
物
資
で
あ
る
が
、
被
災

自
治
体
に
と
っ
て
は
人
手
と
場
所
を
必
要
と
す
る
ア

タ
マ
の
痛
い
課
題
に
な
る
。
２
０
０
４
年
に
発
生
し

た
新
潟
県
中
越
地
震
の
際
に
も
、
同
じ
よ
う
な
問
題

が
発
生
し
て
い
る
。
圧
倒
さ
れ
る
数
の
毛
布
と
古
着

が
、
全
国
各
地
か
ら
長
岡
市
に
届
け
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
、
被
災
自
治
体
は

発
災
と
同
時
に
、
日
本
郵
便
や
宅
配
業
者
に
、
個
人

か
ら
被
災
自
治
体
に
送
ら
れ
る
小
包
の
発
送
は
受
け

付
け
な
い
こ
と
を
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。
２
０
０
７

年
に
起
き
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
場
合
、
長
岡
市

は
２
０
０
４
年
の
教
訓
を
生
か
し
、
同
市
へ
の
宅
配

受
付
を
中
止
す
る
よ
う
各
業
者
に
要
請
し
て
い
る
。

こ
の
措
置
に
よ
っ
て
、
職
員
の
手
間
が
省
け
救
援
物

資
を
格
納
す
る
場
所
を
探
す
必
要
は
な
く
な
っ
た
。

受
援
力
が
向
上
し
た
具
体
的
な
事
例
で
あ
る
。

連
絡
調
整
本
部
の
創
設

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
災
自
治
体
の
中
に
規
模

の
小
さ
い
町
村
が
多
数
、
含
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

職
員
数
が
ご
く
限
ら
れ
た
小
規
模
な
自
治
体
に
、
全

国
か
ら
支
援
自
治
体
が
続
々
と
到
着
し
た
。
一
時
、

そ
の
様
子
は
「
支
援
銀
座
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
す
ら

あ
っ
た
。
中
に
は
、
小
さ
い
受
援
側
の
町
村
が
、
規

模
の
大
き
い
支
援
自
治
体
に
圧
倒
さ
れ
調
整
に
手
間

取
る
事
態
も
出
て
き
た
。

　

自
治
体
の
規
模
の
違
い
や
、
支
援
側
団
体
の
数
が

多
数
に
上
る
な
ど
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
、
救
援
活
動
に

支
障
を
き
た
す
。
今
後
、
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
課

題
で
あ
る
が
、
是
正
す
る
方
法
と
し
て
、
今
回
の
大

震
災
で
関
西
広
域
連
合
が
取
り
入
れ
た
仕
組
み
が
参

考
に
な
る
。
今
後
、
支
援
す
る
側
の
自
治
体
は
、
現

地
に
共
同
で
連
絡
調
整
の
た
め
の
対
策
本
部
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
本
部
は
援
助
を
受
け
る

受
援
自
治
体
と
連
絡
を
密
に
し
、
被
災
自
治
体
の
要

望
を
取
り
ま
と
め
る
責
任
を
担
う
。
そ
の
上
で
調
整

本
部
は
、
ど
の
自
治
体
が
、
ど
の
被
災
地
の
支
援
に

入
る
か
を
決
め
る
。
こ
う
し
た
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

創
る
と
、
規
模
や
団
体
数
の
違
い
か
ら
生
じ
る
各
種

の
問
題
は
相
当
、
緩
和
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

な
お
、
現
地
に
設
置
さ
れ
た
連
絡
調
整
本
部
は
、

支
援
状
況
を
把
握
し
、
救
援
活
動
の
効
果
を
測
定
す

る
が
、
本
部
機
能
や
そ
の
責
任
体
制
は
固
定
化
し
な

い
。
支
援
活
動
を
時
間
軸
で
モ
ニ
タ
ー
し
、
本
部
の

体
制
や
機
能
は
災
害
の
経
過
に
応
じ
て
適
時
、
見
直

し
て
い
く
。
本
部
機
能
は
柔
軟
で
可
変
性
の
あ
る
中

身
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
柔
ら
か

な
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
支
援
体
制
の
効
果

や
効
率
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
も
と
よ

り
、
被
災
自
治
体
の
受
援
力
も
向
上
す
る
こ
と
は
指

摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
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